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１ 研究の成果

２ 今後の課題



１ 研究協力校における実践から

(1) 校内研修プログラムの活用による指導の改善

各研究協力校では、児童生徒のコミュニケーション能力の課題や教職員の実態に応じて、

校内研修プログラムを活用した校内研修を実施しました。こうした研修を通じて、それぞれ

のプログラムで示された手法の有用性が理解され、様々な教育活動での実践を通して、指導

の改善につながったと評価されました。

(2) 学習プログラムの実践による児童生徒の変容の把握

本研究におけるコミュニケーション能力を構成する５つの力と、子ども理解支援ツール「ほっ

と」におけるコミュニケーション能力の測定の指標となる 13 要素との関連を、次のように整

理しました。また併せて、学習プログラムの実践の前後に「ほっと」を用いたことにより、取

り組んだ学習プログラムのねらいに応じた児童生徒のコミュニケーション能力の変容を明確

に捉えることができました。

■ コミュニケーション能力を構成する５つの力と「ほっと」との関連■

「ほっと」の１３要素
本研究における、コミュニケーション能力を構成する５つの力

自分の役割を
果たす力

前向きに
考える力

自分自身や他者
を理解する力

他者に
働きかける力

話す力・聞く力

挨拶・感謝 ○ ○
発言や説明 ○ ○
仲間づくり ○
思いやり ○ ○
拒否 ○ ○
緊張 ○ ○ ○
称賛 ○
ルールやモラル ○ ○
助言や注意 ○
自律 ○ ○
学業 ○ ○
リーダーシップ ○ ○ ○
相談 ○

研 究 の ま と め

教育相談の手法につ

いて学んだ経験のある

教職員が少ない学校で

は…

校内研修プログラム「構成的グループエンカウンター」を
活用した校内研修を実施しました。

研修により、構成的グループエンカウンターを通して「自
分の役割を果たす力」や「前向きに考える力」を育成できる
ことが理解され、特別活動や総合的な学習の時間に導入実施
されました。

児童生徒が自分の考

えをうまく表現できな

い状況を改善したいと

考えた学校では…

校内研修プログラム「アサーショントレーニング」を活用
した校内研修を実施しました。

研修により、アサーショントレーニングを通して「前向き
に考える力」、「自分自身や他者を理解する力」、「他者に
働きかける力」を育成できることが理解され、教科の指導だ
けでなく、特別活動や総合的な学習の時間の指導などで活用
されました。

－64－



２ 研究の成果

(1) 発達の段階に応じて身に付けさせたい児童生徒のコミュニケーション能力の整理

児童生徒に必要なコミュニケーションに関わる諸能力を、「自分の役割を果たす力」、「前

向きに考える力」、「自分自身や他者を理解する力」、「他者に働きかける力」、「話す力・

聞く力」の５つに分類し、それらを発達の段階に応じて具体の姿として整理しました。この

整理により、発達の段階ごとの指導の方向性を明らかにすることができました。

(2) コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修プログラムの作成

コミュニケーション能力の育成に資する教育相談の手法を教師が理解できるようにする校

内研修プログラムを作成しました。

研究協力校では、育成したいコミュニケーション能力に応じた校内研修プログラムの活用

により、教師が児童生徒への関わりに教育相談の手法を活用し、コミュニケーション能力を

育成することの有用性が確認されました。

(3) 児童生徒のコミュニケーション能力を育成する学習プログラムの作成

「自分の役割を果たす力」、「前向きに考える力」、「自分自身や他者を理解する力」、

「他者に働きかける力」、「話す力・聞く力」を、１単位時間の授業において指導する際の

ポイントを示した学習プログラムを作成し、その効果を検証した結果、学習プログラムの活

用により、児童生徒のコミュニケーション能力の向上を確認することができました。

さらに、学習プログラムの活用・分析を通して、コミュニケーション能力を育成する指導

で大切にすべき事項を、次のようにまとめることができました。
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■コミュニケーション能力を育成する指導のポイント■

自分の役割を
果たす力

前向きに考える力
自分自身や他者を

理解する力
他者に働きかける力 話す力・聞く力

・自分の成長や今
できているこ
とに自信をも
たせる。

・互いの役割につ
いて他の児童
生徒と意見を
交流させる。

・日常生活を見直
し、自分の役割
を確認するよう
促す。

・社会の一員とし
て適切に行動す
る実践意欲を高
める。

・物事をやり通し
た経験や、その
ときの達成感
を想起させる。

・間違いを成功に
つなげていく
ことを経験さ
せる。

・人としての望ま
しい在り方に
ついて考える
場面を設ける。

・目標をもたせ、
その実現に向
けた生き方を
考えさせる。

・自分の長所を自
覚させ、それを
発揮する機会
を与える。

・他者のよさを見
付けたり、認め
合ったりする
場面を設ける。

・他者のよさを自
分に取り入れ
ることを経験
させる。

・他者の価値観を
理解することの
大切について考
えさせる。

・他者と協力して
一つのことに取
り組む活動を設
ける。

・目的意識をもっ
て他者と考え
を交流する場
面を設ける。

・自分の考えを伝
えるための表
現方法を身に
付けさせる。

・相手と気持ちよ
くやり取りす
る方法につい
て考えさせる。

・実態に応じた言
語 活動を工 夫
し、活動への意
欲を高める。

・言語活動の視点
を明確に示し、
ねらいに沿って
活動させる。

・話し方、聞き方、
話合いの進め方
などを身に付け
させる。

・言語活動によっ
て自分が身に付
けた力を自覚さ
せる。

３ 今後の課題

本研究では、１単位時間の学習プログラムを作成しましたが、研究協力校からは、「年間を

見通して計画的に指導することにより、一層児童生徒のコミュニケーション能力の育成が図ら

れるのではないか」との意見がありました。

また、学校で学んだ多様なコミュニケーションの方法や考え方は、生活の中の様々な場面で

活用することを通して身に付いていくものであることから、学校が家庭、地域と連携して、児

童生徒のコミュニケーション能力を育成する取組を推進することが重要です。

今後は、児童生徒のコミュニケーション能力の育成に関わる学校全体の指導計画の作成を視

野に入れて研究を進める必要があります。

自己の成長

への気付きを

促し、人の役

に立つ喜びを

味わうように

する。

自己の生き

方を考える機

会を設け、よ

りよく生きよ

うとする意欲

を喚起する。

互いの個性

や能力、人格

を尊重し合っ

て生きること

の大切さを理

解させる。

他者と関わ

り合い、協力

することの意

義と大切さを

実感させる。

言語活動を

充実させ、言

語能力を育て

る。
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